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1．はじめに
本論では，日本で入手可能な英語発音向上のための種々の書籍（英語発音
学習本）と，英語音声学や英語発音教育に関する研究をもとに，子音・母音，
子音連続，連結，同化といった英語発音学習項目の中で相対的にどれがより
重要視されているのかを把握する。これを基に今後の英語発音学習本がどの
ような理念に基づいて編纂されるべきか，その方向性を考える。
本論では考察の対象を日本語で書かれた英語発音学習本に限る。当然予測
されるように，このような書籍は読者として日本語母語話者を想定しており，
記述においても日本語母語話者が英語音声の習得を目指すことを前提にして
いる。したがって，扱う発音項目も日本語母語話者にとって困難な項目に絞
られているものも多く見受けられる。
記述内容については 2種類に分かれる。一つは英語発音スキルの向上を
目指したもので，英語音声学の理論的な説明に重点を置かず，豊富な発音
練習問題で読者に発音訓練をさせるものである。代表的なところでは，深澤
（2000），野中（2005, 2016），今井（2007），鷲見（2008），靜（2009），松澤（2010），
竹内（2012），小川（2014，2017），などがある。1
もう一つは英語音声学を学問分野として学ぶための書籍であり，主に英語
音声学の理論的背景の理解に重点が置かれるのが普通である。主なものとし
ては，竹林（1996），竹林・斎藤（2008），竹林ら（2013），服部（2012），牧
野（2005），松坂（1986）などがある。これらの書籍の中は同時に発音スキ
ルの向上も目指していることが多く，練習問題や付属 CDのある本も多い。
竹林・斎藤（2008），竹林ら（2013），服部（2012），牧野（2005），松坂（1986）
には実践的な内容も含まれている。これは日本語で書かれた本に顕著な特徴
である。
英語発音スキルの向上を標榜した書籍はかなり多くのものが存在する。確
固とした音声学的な専門的な知識に基づくものから，必ずしも音声学を専門
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としない著者が独自の方法論にもとづいて書いたものまで玉石混交である。
したがって，すべてを網羅することは実質的に不可能である。ここでは筆者
の目に留まったものの中で中身を確認したものについて，また中でも本論の
トピックである，英語発音学習項目における習得優先順位という観点から重
要と思われるものを中心に記述する。
数多くある英語発音関連の書籍の中でも本論の焦点である，発音学習項目
の重要度や学習の優先順位を示しているものは多くない。英語発音学習のた
めの学習項目としては，大きく分けて子音，母音などの分節音（segments）
と音節，強勢，リズム，連結，同化，イントネーションなどの超分節音
（suprasegmentals）またはプロソディ（prosody）があるが，多くの書籍は
分節音→超分節音の順で記述されているのが普通であり，また分節音を主に
扱い，超分節音は副次的な扱いを受けることもよく見られる。この理由は，
主に学問としての音声学を学ぶための教科書が伝統的に分節音と超分節音を
この順で論じるのが通例であり，また音声学の研究において分節音の研究が
先に発達し，超分節音の研究が分節音に比べ遅れていることから来ていると
考えられる（Gimson 1962, O’Connor 1973，竹林 1996，Roach 2009など）。
したがって，母音・子音からプロソディへという「通常」の発音学習項目か
ら逸脱した順序で学習していく書籍があれば，それだけで著者が前の方に置
いている学習項目を重要視していると考えることもできる。
以下ではまず，英語発音学習本の中で学習項目に優先度もしくは重要度が
示されたもの，または本の構成からそれが読み取れるものについて記述する
（第 2節）。その後，英語発音学習本に見られる特徴をまとめ，そこから浮か
び上がる問題点を考察する（第 3節）。そして，日本語母語を対象とした英
語発音教育においてどのような考え方に基づく必要があるのかを議論し，今
後の英語発音学習本のあるべき方向性を模索する（第 4節）。最後に本論の
内容をまとめる（第 5節）。
2．発音項目の優先度，重要度が示された英語発音学習本
日本語で書かれた英語発音学習のための書籍では，数は少ないが特定の項
目を重要視したものや，優先的に学ぶべきであると明記しているもの，また
特定の項目に絞って記述しているものがある。例えば，深澤（2000），野中
（2005, 2016），今井（2007）はリズム，アクセント，イントネーションといっ
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たプロソディを相対的に重視しており，説明・練習に多くの紙面を割いてい
る。この傾向は深澤（2000）で特に顕著である。逆に鷲見（2008），竹内（2012）
では母音・子音を扱っている部分が大部分を占める。特に鷲見（2008）は口
の動きなどが分かるように DVDが付属した特徴的な本だが，この本で扱っ
ているのは分節音のみで，プロソディは扱われていない。
以下に，学習すべき発音項目の優先度・重要度が分かるもの，構成が他の
標準的な発音練習本と異なるものに絞って，発音項目によってどのような扱
いの違いが見られるか記述する。
2.1　深澤（2000）
深澤（2000）はプロソディと，連結・同化・脱落などの連続音声中に起こ
る現象の習得を重要視している。この本における分節音の扱いの軽さは特に
顕著で，全243ページ中母音と子音を扱っているのは20ページ弱のみである。
その上，個々の母音・子音に関する説明は一切なく，区別しにくい母音・子
音をミニマルペアの形で練習するセクションと，つづり字から発音が予測し
にくい単語のリストを練習するセクションがあるだけである。それ以外の約
220ページはリズム，イントネーション，連結，同化，短縮形，破裂，脱落，
子音連続に割かれている。また，アクセント，リズム，イントネーションが
最初の練習項目に置かれ，まずはプロソディを集中的に練習して英語的な息
と声の使い方を身につける構成になっている。母音と子音は最終パートで登
場する。
しかし深澤（2000）は，この構成によって母音・子音を学習しなくても良
いと考えているわけでは必ずしもないと思われる。それはこの本の本編の前
に「本書の使い方」と題されたページがあり（pp.6-7），そこに学習時間があ
まり取れない学習者に対して最初に取り組むべきパートとして母音・子音を
勧めていることから分かる。
とはいえ，本書では母音・子音を扱っている部分はごくわずかであり，こ
こから英語の分節音について多くを学習することは到底不可能であると思わ
れる。プロソディと連続音声の学習が圧倒的に重要視された本である。
2.2　靜（2009）
靜（2009）は，「子音 → 母音 → プロソディ」という，いわば伝統的な順
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序で発音学習をしていくように構成されている。これら 3つの要素を分け
て練習するというだけで，相対的な重要度に関して触れているわけではな
い。しかし，どのような英語方言であっても子音は共通であり，母音にはバ
リエーションが見られ，また子音の方が情報量が多いことを述べているため
（pp.24-28），母音と子音では子音の方が習得において重要度が高いとみなし
ていることは推測できる。また靜（2009）の特徴として，どの子音と母音を
扱うかにおいて，日本語母語話者にとって苦手なもののみに絞り込んでいる
点が挙げられる。特に子音については，日本語母語話者にとって苦手と思わ
れる英語子音の種類によって優先度と難易度を，それぞれ 3を最高とする星
（★）の数で表しており，特徴的である。具体的に靜（2009）が優先度と難
易度を付している子音と，それぞれの子音に付された優先度と難易度の星の
数は以下の通りである（ここでは星の数は数字に変換して示す）。
子音 優先度 難易度
/siː/・/sɪ/ 3 1
/ziː/・/zɪ/ 2 2
/tuː/・/tʊ/ 3 1
/θ/ 3 2.5
/ð/ 3 2.5
/f/ 2 1.5
/v/ 2 1.5
/r/ 3 3
/l/ 2 2.5
表 1．靜（2009）の子音の優先度と難易度
表 1にある，最初の 3つの子音（/siː/・/sɪ/, /ziː/・/zɪ/, /tuː/・/tʊ/）につ
いて付言しておく。これらは厳密には子音単体ではなく，子音に特定の母音
が続いたときの発音に関するものである。/s/と /z/は日本語にも存在する
子音であるが，日本語ではこれらの子音の後に /iː/や /ɪ/のような前舌狭母
音が続くと，それぞれ［ʃ］，［ʒ］（もしくは［ʤ］）として発音される。このため，
日本語母語話者にとっては，前舌狭母音の前で /s/，/z/を発音することは
苦手である。同様に，/t/も日本語に元々ある子音だが，/uː/や /ʊ/が後続
すると［ʦ］となることが多い。2, 3
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表 1に示されたそれぞれの子音の優先度・難易度は何を基準にしているの
かはっきりしない。おそらく靜自身の英語発音教育経験に基づく感覚的なも
のなのであろう。
子音・母音とプロソディでどちらが重要なのかについては靜（2009）は明
確には述べていないが，以下の記述からプロソディが分節音に劣らず重要で
あるとみなしていることは見て取れる。
　 もちろん最終的には，個々の音や単語だけでなく，文全体のイントネー
ションやリズムも英語らしく発音することが必要になりますが，同じ理
由により，「個々の音」と「リズム」がどちらも不安定な段階で，2つ
同時に取り組むのはうまいやり方ではありません。まず個々の音をマス
ターし，その後，その音を保ちながら，徐々にリズムやリンキングも練
習していきます。（靜 2009，p.41）
靜（2009）は，構成としては伝統的な順序を守りつつ，扱う発音項目を日
本語母語話者が苦手なものに絞り込んでいる。また，子音については独自の
優先度と難易度を設定している点で特徴的であり，明示的に学習の優先順位
を示した数少ない本であると言える。
2.3　小川（2014）
小川（2014）は異色である。この本は「『最小限の時間と労力で最大限の
効果を挙げる』発音矯正レッスン」（p.2）を謳っており，扱う発音学習項目
を最小限に絞り，また学習順序（優先順位）も定めている。本書のタイトル
『英語の発音 直前 6時間の技術』にもあるように，発音学習に時間の割けな
い英語学習者が発音について何をどこまで，どの順序でやれば良いかを指南
している。
小川（2014）では，学習時間を 6時間と想定し，1時間ごとに異なる項目
6つを扱っている。具体的には以下の通りである。「1時間目」から「6時間目」
まで，それぞれの発音項目をこの順序で学習することが想定されている。
（1）1時間目 /iː, uː, ɑ/
　　2時間目 イントネーション核
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　　3時間目 /ɑr, ɚː/，内容語と機能語（リズム）
　　4時間目 /l, r/
　　5時間目 /θ, ð/ 弱形
　　6時間目 /（ɑ）, æ, ʌ/，後続子音の有声性による母音の長さの違い
小川（2014）ではまず，1時間に口を大きく動かす練習をする目的で /iː, uː, 
ɑ/の練習をする。この理由は，英語は日本語に比べて母音や子音の数が多
いために，口の可動域を広げておく必要があるためであるとしている（p.13）。
次にイントネーション核を扱う。発音学習の初期の段階でイントネーション
を扱っている書籍は珍しく，小川（2014）以外では深澤（2000）くらいしか
見当たらない。3時間目では英語母音でも日本語母語話者には区別が難しい
「ア系統の母音」を扱う。ここでは “hard” vs. “heard” に見られる /ɑr/と
/ɚː/の違いである。同時に英語のリズムに関する基本知識である内容語と
機能語の違いとそれぞれの発音のされ方の違いも導入する。4時間目は日本
語母語話者にとっては永遠の課題である /l/と /r/，5時間名が /θ, ð/およ
び 3時間目の続きとして弱形の発音を練習する。最後に，別のア系母音であ
る /æ, ʌ/を導入し，1時間目で練習した /ɑ/と合わせて，/ɑ, æ, ʌ/の区別（例 
“hot” vs. “hat” vs. “hut”の違い）を扱う。
上記のような発音学習項目と学習順序を定めた理由として，小川（2014）
は次のように言っている。
　 … 皆さんには，言いたいことを誤解なく伝えるための，必要最小限の
発音法だけをマスターしてもらいます。「発音を直さないとクライアン
トに伝わらない。でも勉強する時間があまりない」 ― 本書は，そんなあ
なたのための実用書です。だからこそ，日本人が犯しがちな誤りで，直
せばぐっと通じやすくなる項目だけを，重要な順に並べてあります。（小
川 2014, p.2，下線は筆者による。）
ここから，小川（2014）で扱われている発音学習項目と学習順序は，相手の
理解度を上げるための英語発音として必要最低限の学習項目であると小川が
考えていると推測できる。
以上，日本語母語話者を想定した英語発音学習本の中で，発音項目間の相
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対的な優先度が示されたもの・読み取れるものについて記述した。
3．英語発音学習本の特徴と発音項目の選定の基準
前節では，日本語で書かれた日本語母語話者を対象とする英語発音学習本
を見た。ここから以下の 2点が指摘できる。1点目は，特定の発音学習項目
が他よりも重要であると明記している本が非常に少ないことである。英語発
音学習本は非常に多く出版されている。多くの書籍が母音・子音のような分
節音と，音節やアクセント，イントネーション，同化，脱落といったプロソディ
の両方を扱っており，中にはすべてを網羅的に扱っているものもある。また，
分節音よりプロソディの扱いが軽いことが多く，また扱う順序も分節音→プ
ロソディの順であるのが普通である。したがってこの構成から外れた書籍が
発音項目に優先度・重要度の違いを認めているものと考えることができ，極
端なプロソディ重視の深澤（2000），内容を絞り込んだ上，優先度を設けて
いる靜（2009），その姿勢がさらに顕著な小川（2014）がある。
2点目に，扱うべき優先度・重要度が高い発音項目が示された書籍でも，
なぜそれが他の発音項目よりも優先度が高いのかの根拠が明確でないことで
ある。扱われている発音項目は必ずしも客観的な研究データに基づくもので
はないと思われる。おそらく，著者自身が持つ日英語間の音韻体系の違いに
関する専門知識を基づいて，自らの教育経験の中で日本語母語話者の英語音
声に感じてきた問題意識から出てきたものではないだろうか。
上記の「問題意識」を少し具体的に考えてみる。一般的に言って，外国語
で音声を発する場合，母語の音韻体系が外国語音声に影響し訛り（accent）
を生み出す。日本語母語話者の英語音声でもこれは同様で，例えば英語で使
われる音素が日本語にはない場合，日本語にある音素で音価が最も近い
もので置換される。良く知られているものが /l, r, f, v, θ, ð/である（Avery 
& Ehrlich 1992，野中 2005，2016，靜 2009，関 2009，明場 2017など）。
/l, r/は両方ともラ行子音 /ɾ/で，/f/は /ɸ/で，/v/は /b/で，/θ/は /s/で，
/ð/は /z/または /d/で置き換えられる。したがって，日本語母語話者にとっ
ては“light”と “right”，“very”と “berry”，“think”と“sink”がそれぞれ
同じ発音となり，意志疎通に支障を来す恐れが出てくる。このようなことを
考えると，英語にも日本語にもある音素はそもそも区別に苦労しないので学
習する必要がなく，英語にのみあり日本語にはない音素の区別だけ学習すれ
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ば良いということになり，優先的に学習する発音項目があぶり出されてくる。
別の例では，日本語母語話者の英語音声には不要な母音が挿入される
特徴がある（深澤 2000，靜 2009）。これもよく知られた事実で，例えば
“strike” /straɪk/は典型的な日本語訛りのの発音では［sutoɾaiku］（あるい
は［su
○
toɾaiku］4）と発音され，音形がかなり変化する。これにより 1音節語
の“strike”が 4音節語（数え方によっては 5音節語）となり，音節数も劇
的に変化する。これは日英語の音韻体系において許容される音節構造が大
きく異なるために生じる現象で，具体的には英語は 1音節中の頭子音位置
（onset），尾子音位置（coda）に多様な子音連続が生じる言語であるのに対し，
日本語は基本的に頭子音位置で子音は 2つまで，尾子音位置で /ɴ/以外の
子音の単独生起は許されない。このため，日本語母語話者にとって子音連続
は発音困難であり，それが含まれる単語を発音する際には，存在しない母音
を挿入し日本語の音節構造でも許される形に変化させた上で発音すること
になる。英語発音を教える教員が学習者のこのような発音を聞いた場合，英
語母語話者の発音からはかけ離れた発音であるため大きな違和感を覚えるこ
とになる。その結果，矯正の対象とすることになる。
しかし，ここには欠けている視点がある。“intelligibility”と“accentedness”
の峻別である。“accentedness”は「訛り度」と訳されるが，“intelligibility”
には定訳がない。「訛り度」は「音声が訛っている程度」のことであり，評
価者がどのような音声を標準的と見なすかによって評価が異なってくる主観
的な尺度である。“intelligibility”についてはここでは「理解度」と訳しておく。
理解度はMunro et al.（2006）の定義を用いると「話者の発話が実際に理解
される程度」であり，ディクテーションや再話によって数量的に測定できる
客観的な尺度である。
理解度と訛り度の違いを考慮に入れて，上で見た日本語母語話者の英語
音声に見られる /l, r, f, v, θ, ð/の置き換えと不要な挿入母音について考えて
みると，/l, r, f, v, θ, ð/の置き換えには理解度が大きく関わっているが，不
要な母音の挿入については，訛り度は関わっているが理解度はそれほど大き
く影響しないと考えられる。これは近年さかんになってきている発音研究
（pronunciation studies）の成果によるもので，/l/と /r/が正しく発音でき
なければ訛り度が上がる（訛りが強くなる）とともに理解度も下がり意志疎
通に支障を来すが，不要な母音挿入は訛り度は上がって母語話者らしさはな
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くなるが理解度はそれほど下げないことが知られている（Jenkins 2000）。訛
りという観点から考えれば子音の置き換えも不要な母音挿入も，英語母語話
者から逸脱した特徴であるため「訛り」であり，発音教育を行う英語教員か
らするとどちらも教育の対象となる発音項目である。しかし，理解度という
観点から考えると，子音の置き換えの方がより深刻な現象であるため，こち
らの矯正を優先的な学習事項として扱うべきだということになる。母音挿入
は訛ってはいるが理解できる英語音声ということになる。
なお，付け加えておくが，子音の置き換えでも種類によっては理解度を下
げないものもある。その典型が /θ, ð/である。これらの歯間子音（interdental 
consonants）は英語では頻度は高いが他の子音に入れ替えても別の単語にな
ることが少なく，意志疎通に支障を来しにくい母音である。これは機能負
担量（functional load）として知られる概念であり（Brown 1988），例えば
/l/と /r/であれば，これらを入れ替えてできる単語のペアは“light-right”，
“load-road”，“alive-arrive”など数多くあるが，/θ/と /s/（または /t/），
/ð/と /z/（または /d/）を入れ替えてできる単語のペアは多くない（“think-
sink”，“face-faith”, “breathe-breeze”, “clothe- close”などは数少ない例）。そ
もそも /θ, ð/は世界の言語を見渡しても音素としてもつ言語が少ない珍し
い子音であり（Ladefoged & Maddieson 1996），日本語母語話者に限らず様々
な母語の話者が発する英語音声においても置き換えが生じる。それでも意志
疎通の低下が起きにくいことが示されている（Jenkins 2000）。
4．英語発音教育が目指すべき方向性
前節の後半で理解度と訛り度の峻別について述べ，この視点が現在の英語
発音学習本には欠けていることを指摘した。正確に言うと，そのような視点
を謳っているものもあるのだが，具体的な発音研究の成果を踏まえた上で書
かれているものは少ない。ここでは，発音研究において現在「スタンダード」
となりつつある考え方である，理解度を中核とする発音教育を考察し，今後
の英語発音学習本の方向性を探る。
4.1　国際共通語としての英語
英語という言語がコミュニケーションに果たす役割として，非英語母語
話者どうしのコミュニケーションに使われるということがある（Jenkins 
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2000）。従来は英語を使う場面としては話し手か聞き手のどちらかが英語母
語話者であることを想定することが普通であった。しかし近年英語がコミュ
ニケーションツールとしての役割をますます強めたことにより，双方とも非
英語母語話者であることを想定した英語によるコミュニケーションの場面が
強く意識されるようになった。この理由は，英語を使う非英語母語話者の数
が英語母語話者の数を上回っているという事実がある。Crystal（2003）に
よれば，英語を母語として使う者は 3億 2000万人から 3億 8000万人，第二
言語として使う者は 3億人から 5億人，外国語として使うものは 5億から
10億人であるという。人数の幅が大きいとしても，英語を第二言語あるい
は外国語として使う話者の数は英語母語話者のそれをはるかに凌駕している
ことが分かる。ここから，地球上で英語を使う場面があったとして自分も相
手も英語の母語話者ではない可能性は，どちらかが英語母語話者である可能
性よりもはるかに高いことになる。この非英語母語話者どうしの英語による
コミュニケーションが「国際共通語としての英語」の考え方の中核にある。
4.2　理解度に基づく英語発音教育
英語発音教育は世界的に長らく「ネイティブ主義（nativensss principle）」
が支配的であった。すなわち，英語母語話者の英語発音をモデルとし，学習
者の英語発音を英語母語話者のそれに限りなく近づけるべく指導するという
ことが理想的な目的であった。しかし，国際共通語としての英語の考え方の
もとでは，英語により理解し合い，コミュニケーションを成立させるために
必要な英語発音の学習が目的である（概説はCelce-Murcia et al. 2010を参照）。
この「理解度主義（intelligibility principle）」では，英語を母語としない者が
英語母語話者と同等レベルの英語発音を目指すことは非現実的であり，そも
そも不可能であるとされる。理解度主義のもとでは，理解度と訛り度は別々
の概念であるため，原理的に，理解でき訛りも弱い発音のほか，理解はでき
るが訛りが強い発音，訛りは強くないが理解に支障を来す発音，訛りも強く
理解もできない発音がありうることになる。第 3節で見た日本語母語話者の
英語音声に見られる不要な母音挿入は，訛りは強いが理解はできる発音に当
てはまる。
この「理解度主義」のもとで，非英語母語話者どうしの英語によるコミュ
ニケーションで最低限理解される英語発音の代表的な基準として Jenkins
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（2000）による Lingua Franca Core，Cruttenden（2014）による International 
Englishがある。これらの基準では，従来は習得が必須とされていた発音項
目が学習項目から削除されている。例えば，International Englishでは強勢
のある無声閉鎖音 /p, t, k/に伴う帯気（aspiration）は必須としていないし，
/r/の発音も本来の英語の接近音ではなく弾き音［ɾ］（日本語のラ行子音に
近い音）や反り舌音の［ɻ］で代用しても良いとしている。Lingua Franca 
Core（LFC）では無声閉鎖音の帯気は必要学習項目に入っているが，/r/は［ɻ］
で代用しても良いとしている。また International Englishも LFCも，“strike” 
/straɪk/を［sutoɾaiku］と発音するような不要な母音挿入に関しては許容し
ている。むしろ避けなければならないのは子音を落として音節構造を簡略
化してしまう方で，そのような脱落よりは母音を添加する方がコミュニケー
ションに支障を来さないとしている。さらに，International English，LFC
の双方とも，無強勢音節に現れる schwa /ә/を含む弱形の習得は必須として
おらず，第 3節の最後でも触れた /θ, ð/に関しても，これらはできなくて
も良いとしている。特に LFCはこれらを特定の子音に置き換えよともして
おらず，どの子音で置き換えても良いとしている。しかしながら実際的には
/θ/は［s］か［t］で , /ð/は［z］か［d］で置き換わるのが普通であろう。
このような理解度主義が英語発音教育において広がりを見せているにも関
わらず，日本で入手できる英語発音練習本ではこのような視点が生かされて
いるとは必ずしも言い難い。例えば，学習すべき発音項目を最小限に絞って
いる小川（2014）でも「言いたいことを誤解なく伝えるための，必要最小限
の発音法」（p.2）としていても，International Englishでも LFCでも習得が
必須とされない弱形と /θ, ð/が扱われている。その他，深澤（2000）にし
ても靜（2009）にしても，International Englishでも LFCでは必須とされな
い発音項目が多く扱われている。必要最小限なのであれば，理解度主義に基
づく研究成果やそこから提案されている基準を考慮に入れるべきではないだ
ろうか。
誤解のないように付け加えておくが，筆者は日本での英語発音教育を理解
度主義に基づいてミニマムにせよと主張しているわけではない。どこまで学
習するかは学習者のニーズによって異なって当然であるし，また英語発音教
育に携わる者として，International Englishや LFCで主張されるような発音
項目だけに絞って発音教育を行うことにも心理的な抵抗がある。学習者には
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自らの英語発音の理解度はもちろん向上させてほしいが，訛り度も軽減させ，
聞き手が英語母語話者・非英語母語話者に関わらずできるだけ良い印象を与
える英語音声を習得してもらいたいと考えている。不要な母音挿入だらけで，
/θ, ð/が［s, z］に置き換わった英語音声は，聞いていて心地良いものでは
ないというのが本音である。したがって，基本的には学習者が何を望んでい
るかと，その望みを叶えるためにどのくらいの時間と労力を学習者と教授者
が割けるのかによって，何を学習すべき発音項目とすべきかは変わってくる
であろう。そして最低限の英語発音学習しかできないことを想定した英語発
音学習本では，ぜひとも理解度主義に基づく研究の成果を取り入れてもらい
たいと考える。
5．まとめ
本論では，日本で入手できる日本語で書かれた英語発音スキル向上のため
の書籍（英語発音練習本）を調査し，どの発音項目が重要で優先度が高い（あ
るいは低い）とされているのかを考察した。英語発音学習本の中で学習発音
項目に優先度もしくは重要度が示されたもの，または本の構成からそれが読
み取れるものとして，深澤（2000），靜（2009），小川（2014）を取り上げた。
調査の結果，発音項目に優先度・重要度を示しているものは非常に数が少な
いこと，そして示しているものであっても，その発音項目をなぜ取り上げる
のかの根拠が明確に示されていないことを指摘した。これを踏まえ，近年さ
かんになっている発音研究の成果を基に「理解度主義」の英語発音教育につ
いて議論し，非英語母語話者どうしの英語によるコミュニケーションを想定
した英語発音項目の基準である International English（Cruttenden 2014）と
Lingua Franca Core（LFC）（Jenkins 2000）を紹介した。これからの英語発
音学習本は，「理解度主義」を踏まえ，学習者のニーズに応じて発音研究の
研究成果を応用していく必要があることを論じた。
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注
1 その他，比較的近年に出版されたものに限っても，明場（2017），今井・外池
（2007），上川・ジョージ（2007），内海（2017），関（2009），服部（2012）な
どがある。
2 一般的に，日本語母語話者にとって /tuː/（/tʊ/）の発音は /siː/（/sɪ/），/ziː/
 （/zɪ/）よりも楽にできる。これは /t/+/u/の音素の組み合わせが，/s/+/i/あ
るいは /z/+/i/の組み合わせよりも日本語の音韻体系により組み込まれている
からである。例えば，映画“BacktotheFuture”はカタカナでは「バック・トゥ・
ザ・フューチャー」と表記され，“to”の部分が「ツー」と表記されること
はない。すなわち［tuː］で発音されるわけである。しかし，「CD」はカタカ
ナでは「シー・ディー」となり，発音も［ʃiː］である。あえてこれを［siː］と
発音すると，気取った発音と思われるであろう。
3 靜（2009）では /tuː/（/tʊ/）のみ取り上げ，/duː/（/dʊ/）が取り上げられてい
ない。この理由はおそらく，日本語母語話者が英語の /tuː/（/tʊ/）を［ʦuː］（［ʦʊ］）
のように発音するのは比較的良く見られるが，有声音の /duː/（/dʊ/）を［ʣuː］
（［ʣʊ］）のように発音するのはほぼ見られないという経験的な観察から来ている
と思われる。筆者の英語発音指導の経験から考えてもこれは正しく，指導学生
が“two”を［ʦuː］と発音する間違いはしても，“do”を［ʣuː］（もしくは［zuː］）
と発音することは皆無である。
4 ［su
○
toɾaiku］の［u
○
］は無声化された［u］を表す。これは，話し手は /u/を発
音する意図はあるが調音を行う実行段階で有声性が失われたという解釈を表
す。/u/を発話する意図がない場合は［stoɾaiku］となるが，これは理論的な
解釈の違いであり，一般的には［su
○
toɾaiku］と［stoɾaiku］の間に音響的な差
異はほぼない。
